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る。令和 2 年 2 月 5 日、論文内容とそれに関連した事項について口頭試問を行った
際には以下の点が示唆された。それらは量的研究を質的研究の対立項とすることな
く、両者の融合を図ることで論文の質を向上できるであろうという点、掲げられた事
例の個別性だけでなく、診断やアセスメントの視点をさらに取り入れることで、臨床
への応用性を高めることが出来たのではないか、などである。しかしこれらはいずれ
も本論文の価値を損なうものとしてではなく、その質を今後さらに高めるための示
唆として提案された。そして口頭試問では質疑において的確な受け答えがなされた
結果、本論文は博士（教育学）の学位論文として価値あるものと認められ、合格とな
った。  
なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表に
際しては、（期間未定）当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすること
を認める。  
 
 
